
■JR名古屋駅（関西本線）～JR亀山駅～JR柘植駅（草津線）

～JR貴生川駅（快速利用で2時間）

■JR京都駅（琵琶湖線）～JR草津駅（草津線）～JR貴生川駅

（快速利用で50分）

※信楽へは信楽高原鐵道「信楽」駅まで（貴生川駅から24分）
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本冊子は平成29年度文化芸術振興費補助金（日本遺産魅力発信推進事業）により作成したものです。※2018年3月現在の情報です。
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交 通 アクセス

【 　 甲 賀 市 　 】

鉄 道

■名古屋方面から

名古屋市内（東名阪自動車道）～亀山JCT（新名神高速道路）～

甲南IC（約70分）

■大阪方面から

吹田IC（名神高速道路）～草津田上IC（新名神高速道路）～甲南

IC（約60分）

車

■JR名古屋駅（関西本線）～JR亀山駅～JR伊賀上野駅～伊賀

鉄道上野市駅（約2時間）

■近鉄名古屋駅（名古屋線）～近鉄伊賀神戸駅～伊賀鉄道上野

市駅（特急利用で120分）

■JR大阪駅（大阪環状線）～JR加茂駅（関西本線）～JR伊賀上

野駅～伊賀鉄道上野市駅（約2時間）

【 　 伊 賀 市 　 】

鉄 道

■名古屋方面から　名古屋市内（東名阪道）～上野IC（約90分）

■大阪方面から　　大阪市内（西名阪道）～上野IC（約90分）

車

■名古屋バスセンター～上野市駅前（約90分）

■梅田～上野市駅前（約90分）㊏㊐㊗

■京都八条口～上野市駅前（約90分）㊏㊐㊗

高 速 バ ス（ 三 重 交 通 ）
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油日神社の桜

伊賀流忍者屋敷 萬川集海

平楽寺跡（伊賀上野城）

忍びの里伊賀甲賀忍者協議会［構成団体］

甲賀市、伊賀市、甲賀市観光協会、信楽町観光協会、一般社団法人伊賀上野観光協会
  

［連絡先］

甲賀市産業経済部 観光企画推進課 TEL：0748-69-2190 
伊賀市産業振興部観光戦略課    TEL：0595-22-9670



リアル忍者を
求めて

日本遺産(Japan Heritage) とは？

各地の大名に仕え、敵情を探り、奇襲戦を

行うなど戦国の影で活躍した忍者たち。忍

者の名は広く知られていても、今日なお謎に

満ちており、真の姿を知る人は少ない。今、

求められているのは忍者の本当の姿、すなわ

ち「リアル忍者」である。

日本遺産とは日本の文化や伝統を語る

ストーリーを文化庁が認定するもので、

地域にある魅力的な歴史遺産の活用

を通じて、観光振興や地域活性化に

役立てようとする制度。2017年春、忍

者を生み出した地として双璧をなす「伊

賀」（三重県伊賀市）と「甲賀」（滋賀県

甲賀市）が持つストーリーが日本遺産

に認定された。

「萬川集海」
伊賀・甲賀流忍術を集大成した秘伝書から

見えてくるリアルな忍者像

「萬川集海」
伊賀・甲賀流忍術を集大成した秘伝書から

見えてくるリアルな忍者像

認定ストーリー

忍びの里 伊賀・甲賀

－リアル忍者を求めて－

伊賀市と甲賀市が持つ“リアルな忍者” が感じられる魅力

ある里の文化や伝統を語るストーリー。今や世界中の多く

の人々が忍者に魅せられているが、その本当の姿はあまり

知られていない。しかし伊賀や甲賀を歩くと、今も里山には

戦国時代を感じる城館が佇み、山々には忍者たちが修練

の場とした山伏の行場があり、村々に祀られた鎮守の社は

忍者たちが結集した合議の場として残っているなど、忍者

の真の姿が浮かび上がる。

Ｘinobi

力
を
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せ

平
和
を
守
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抜
い
た

リアル忍者を
求めて

丘陵に囲まれた
城館の宝庫
和田公方屋敷跡／

甲賀の中世城館群

／甲賀忍術博物館

／伊賀流忍者博物

館／史跡上野城跡

／伊賀の中世城館

群と天正伊賀の乱

激戦の城跡

地域の平和を
守った忍者たち
甲賀衆結束の鎮守

の社／水口岡山城

跡／神君伊賀越え

関連遺跡／徳永寺

／忍町

多彩な生活
文化を育んだ
伊賀・甲賀
甲賀のくすり関連資

料／忍書／霊山山

頂遺跡／修験道の

寺松本院／甲賀の

前挽鋸

今に残る
忍者の面影
油日神社の文化財

群／山伏の修練場

／藤林長門守墓所

／手力神社と手力

の花火／櫟野寺／

敢国神社／壬生野

地域の中世城館群

と春日神社

忍者発祥の地
伊賀・甲賀
伊賀・甲賀マップ

1

3

5

6

7

9

ば ん 　 せ ん  し ゅ う  か い

（甲賀大原家本）　

目次

伊賀・甲賀の各流派を超えて忍びの技術をまとめた秘伝書。伊賀の上忍藤林長門守の後裔・藤林左武

次保武が延宝4年（1676）に著した。仁義忠信を守る｢正心」を第一においており、正心篇・將知篇・

陽忍篇・陰忍篇・天時篇・忍器篇などがある。写本が伊賀流忍者博物館（P.4）など伊賀・甲賀の各所

で所蔵されている。

じょう にん ながとのかみ

1 2



わ だ く ぼ う

和田公方屋敷跡

甲賀の中世城館群
戦国時代の甲賀は地侍の城がひしめきあい連携して自治

を行っていた。いずれも一辺50ｍ程の方形の土塁で囲ま

れ、空掘りを巡らせた土造りの城である。

（写真）大きな城はなく、同じような規模・形の城が狭い地域に密集し、今も約

180の城館が残っている。

…伊賀エリア …甲賀エリア

甲賀忍術博物館
甲賀の里忍術村では、からくり屋敷や手裏剣道場など、忍者の世界を体験

し楽しむことができる。村内の甲賀忍術博物館には千四百点あまりの資料が

展示されている。

旧岡田家（写真）は甲賀町隠岐にあった民家を現在の場所に移築し、忍者の道具が展示されている。

▼  JR草津線「甲賀駅」より徒歩35分（駅か
ら無料送迎バスあり）

▼  TEL：0748-88-5000

▼  住所：甲賀市甲賀町隠岐394

▼  時間：10:00～16:00※季節により異なる

▼  休み：月曜（祝日の場合翌日）

▼  駐車場あり

▼  入村料1,030円（大人）

甲賀｜MAP A-4

伊賀｜MAP E-1

甲賀の里 忍術村
（旧岡田家・旧藤林家）

伊賀流忍者博物館
（伊賀流忍者屋敷）

1961年に伊賀市高山から農家住宅を移築、改築し

た。忍者資料の展示のほか、忍者屋敷らしい仕掛け・

からくりの実演を楽しむことができる。

（写真）火薬の製造技術が敵方のスパイに盗まれないために、からくり屋敷が

発達した。「どんでん返し」「抜け道」「隠し戸」「刀隠し」などの実演は必見。

▼  伊賀鉄道「上野市駅」より徒歩10分

▼  TEL：0595-23-0311

▼  住所：伊賀市上野丸之内117

▼  時間：9:00～17:00
（入館は～16:30）

▼  休み：12/29～1/1

▼  駐車場あり

▼  入館料756円（大人）

伊賀流忍者博物館

伊賀｜MAP C-3

伊賀の中世城館群と
天正伊賀の乱激戦の城跡

戦国時代の土豪である、伊賀惣国一揆の城館跡である。戦国の

覇者織田信長が伊賀を攻めた天正伊賀の乱の際、伊賀者が徹

底抗戦した城跡が市内各地に残る。

（写真）石垣、土塁、空堀などの遺構が残る。現在

は芭蕉公園として整備されている。

▼  JR関西本線「柘植駅」より徒歩30分

▼  TEL：0595-45-8488
（伊賀上野観光協会　伊賀支部）

▼  住所：伊賀市柘植町　 ▼  駐車場あり

福地城跡

伊賀｜MAP F-1

史跡上野城跡
（平楽寺跡）

上野城跡には、かつては平楽寺という寺院

があり、織田信長の侵攻時には伊賀衆の

評定軍議が行われた場所で、今も五輪塔

や石仏などを見ることができる。

▼  伊賀鉄道「上野市駅」より徒歩10分

▼  TEL：0595-21-3148
（公益財団法人　伊賀文化産業協会）

▼  住所：伊賀市上野丸之内106

▼  時間：9:00～17:00（入館は～16:45）

▼  休み：12/29～12/31

▼  駐車場あり　 ▼  入館料500円（大人）

上野城跡

永禄８年、甲賀の和田惟政の手引きにより、奈

良の一乗院を脱出した覚慶（室町幕府最後の

将軍足利義昭）が一時滞在した場所である。

市指定史跡。

（写真）甲賀の複雑な地形と勇猛な甲賀衆が守っていたこの地は、

時の権力者の格好の潜伏地となった。

丘陵に

囲まれた

城館の宝庫

丘陵の先端や谷の入口には必ずと

いっていいほど城跡があり、侵入者

は谷の両側から攻撃を仕掛けられる

と退路を遮られた。城といっても石垣

はなく、土を盛り上げ一辺約50ｍの

土塁で四方を囲んだ館タイプの城

館で、土塁の高さは5ｍ以上。数は

伊賀、甲賀で800箇所にも及ぶ。
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…伊賀エリア …甲賀エリア

（写真）神君伊賀越えの道中護衛で出世した多羅尾氏

の役所跡。

甲賀衆結束の鎮守の社
村々の鎮守の社は忍者たちの合議の場であった。一族の結束は強く、「みんなで集まり、

話し合いで決める」こと、これが忍者の里の「掟」だった。

（写真左）檜尾神社は甲賀衆の一人、池田氏の氏神とし

て信仰された神社。

水口岡山城跡
天正13年（1585）、羽柴秀吉の命で築城された山城がきっかけとなり甲賀衆による自治の

時代は終わり、織豊期という新たな時代の幕開けとなった。

甲賀｜MAP D-1

神君伊賀越え
関連遺跡

天正10年(1582)の本能寺の変後、堺

にいた徳川家康が本国三河に帰る際、

伊賀者、甲賀者が家康を護衛した「神君

伊賀越え」の遺跡が残る。

▼  新名神「信楽IC」より車で25分

▼  TEL：0748-85-0001（多羅尾地域市民センター）

▼  住所：甲賀市信楽町多羅尾2455

▼  駐車場あり

多羅尾(たらお)代官陣屋跡

（写真）くすり学習館の常設展示室では配置売薬など薬業関連の

資料、製薬道具などが展示されている。

甲賀｜MAP A-4

甲賀のくすり関連資料
山伏たちが諸国に配札の際に、土産として持ち

歩いたのが甲賀売薬の起源と伝わる。甲賀、伊

賀流忍術の中に、火薬の製法や薬に関する記述

が多いのも、山伏の薬草の技術、知識が活かさ

れたものであり、今日の配置売薬の礎となった。

忍書
伊賀、甲賀流忍術が集大成された「萬川

集海」（P.2）のほか忍家望月家に伝わる

「忍術應儀傳」は聖徳太子と忍術の由来

を。「渡辺家忍者史料」は江戸時代、尾

張藩に仕えた甲賀忍びの史料である。

▼  JR草津線「甲賀駅」より徒歩20分

▼  TEL：0748-88-8110　 ▼  住所：甲賀市甲賀町大原中898-1

▼  時間：9:00～17:00

▼  休み：月曜（祝日の場合は翌日）、12/29～1/3

▼  駐車場あり　 ▼  入館無料

くすり学習館

（写真）甲南ふれあいの館では前挽鋸製造用具及び製

品を常設展示。

甲賀｜MAP B-1

甲賀の前挽鋸
甲賀、伊賀は奈良時代より東大寺の杣地

として良材を産出し、山林従事者が多く忍

術に影響を与えた。戸を開けるための忍具

にも様 な々形状のノコギリが登場する。

▼  JR草津線「甲南駅」より徒歩10分

▼  TEL：0748-86-7551

▼  住所：甲賀市甲南町葛木925

▼  時間：10:00～17:00

▼  休み：月曜・火曜（祝日の場合は翌日）、12/26～1/3

▼  駐車場あり　 ▼  入館料無料

甲南ふれあいの館

伊賀｜MAP F-1

修験道の寺 松本院
忍者のイメージのひとつとなった修験道の寺であり、

大峰山入峰修行など修験道の痕跡を今も色濃く

残す。元和2年（1616）に伊賀で唯一の祈願寺とし

て建立された。

▼  伊賀鉄道「上野市駅」より徒歩15分　 ▼  TEL：0595-21-3584

▼  住所：伊賀市上野西日南町1739

▼  時間：10:00～17:00　 ▼  駐車場あり

松本院

伊賀｜MAP F-1

忍町
江戸時代藤堂藩の伊賀者の屋敷があり、

藩内警備や情報収集に当たったとされ、赤

井家住宅が当時の武家屋敷として残る。

▼  伊賀鉄道「上野市駅」より徒歩10分

▼  TEL：0595-51-7578

▼  住所：伊賀市上野忍町2491-1

▼  時間：9:00～17:00　 ▼  休み：水曜、12/29～1/3

▼  駐車場あり　 ▼  入館無料

赤井家住宅

甲賀｜MAP A-3

▼  JR草津線「甲賀駅」より徒歩20分

▼  TEL：0748-86-5878

▼  住所：甲賀市甲南町池田55-1　 ▼  駐車場あり

檜尾(ひのお)神社

（写真下）大鳥神社は、この地の甲賀衆大原氏の氏神。

甲賀｜MAP A-4

▼  JR草津線「甲賀駅」より徒歩15分

▼  TEL：0748-88-2008

▼  住所：甲賀市甲賀町鳥居野782　 ▼  駐車場あり

大鳥神社

み な  く ち

しのび  ちょう

伊賀｜MAP C-3

徳永寺
「神君伊賀越え」の際に家康が立ち寄った

寺。その証として葵紋の使用が江戸期から

認められている。

▼  名阪国道「伊賀IC」より車で5分

▼  TEL：0595-45-2250

▼  住所：伊賀市柘植町2318

▼  駐車場あり

徳永寺

と く  え い  じ

伊賀｜MAP D-3

霊山山頂遺跡
山岳寺院跡。伊賀忍術は修験道に端を発

し、孫子の兵法に武術の技術の理論を加

え完成した山伏兵法が基とされる。斜面地

には郭群が広がり、多くの人がここで修行

していた。

▼  名阪国道「上柘植IC」または「伊賀IC」より車で15分

▼  TEL：0595-45-9119（伊賀市伊賀支所振興課）

▼  住所：伊賀市下柘植字道山3471

▼  駐車場あり

霊山山頂遺跡（霊山寺より登山道有）

ま え び き の こ

ばんせん

しゅうかい

にんじゅつぎおうぎでん

多彩な生活

文化を育んだ

伊賀・甲賀

忍者は平時には農耕に勤し

み、戦となれば得意の武器を

持って戦った。農業以外にも

木こりや山伏を生業とする者

があり、山伏は厳しい修行を

積む一方、薬草の知識を身

に付け、諸国を巡ることで情

報に通じた。日々の暮らしや、

生業の知識、技術が忍者の

技として活かされていたのだ。

地域の

平和を守った

忍者たち

忍者の実像は「伊賀衆」「甲

賀衆」と呼ばれた「土豪」「地

侍」たちだった。戦国時代、権

力ある大名が現れなかったた

め、自治が発達し互いに連携

をして地域を守っていた。地

侍等の自治組織が衰退して

からも戦国時代を通じて忍び

の技術は重宝され、各地の大

名に仕え活躍していた。
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…伊賀エリア …甲賀エリア

（写真）毎年10月17日の例大祭には花火が打ち上げられる。境内には日本一重

いと言われる鈴の緒がある。

伊賀｜MAP C-3

手力神社と手力の花火
伊賀、甲賀の忍者が最も得意とした火薬や薬は、火術を得

意とした伊賀三大上忍の一人・藤林氏の氏神、手力神社

で打ち上げる花火にその面影がみられる。

▼  JR関西本線「柘植駅」より車で15分

▼  TEL：090-7699-7732

▼  住所：伊賀市東湯舟1025　 ▼  駐車場あり

手力神社

（写真）藤林長門守一族の墓所である正覚寺

伊賀｜MAP C-3

伊賀流忍者の大家であった藤林長門守一族の

墓所で25 基もの墓碑が並ぶ。市指定文化財。

▼  JR関西本線「柘植駅」より車で15分　 ▼  TEL：0595-43-1152　

▼  住所：伊賀市東湯舟1263　 ▼  駐車場なし

正覚寺

（写真）境内で５年に一度、繰り広げられる

華やかな奴振に、かつての侍衆が集まり

氏神にお参りした名残を見ることができる

楼門・廻廊・本殿ともに、国指定重文

建造物。

油日神の懸仏。摩利支天などが

忍者の守護神として信仰された。

甲賀｜MAP B-4

油日神社の文化財群
甲賀衆たちが崇敬した甲賀

の総社で、聖徳太子を軍

神として崇めた。廻廊は寄

合いの場で、本殿は多くの

侍衆たちが力を合わせて寄

進したものである。

▼  JR草津線「油日駅」より車で10分、徒歩30分　 ▼  TEL：0748-88-2106

▼  住所：甲賀市甲賀町油日1042　 ▼  駐車場あり

油日神社

伊賀｜MAP D-2

敢国神社
伊賀流忍術を開花させた服部氏一族が「黒党祭」と

いう私祭を主催していたといわれる伊賀国の一之宮

である。

▼  JR関西本線「佐那具駅」より車で10分

▼  TEL：0595-23-3061

▼  住所：伊賀市一之宮877

▼  駐車場あり

敢国神社

あ え  くに

藤林長門守墓所

やっこふり

（写真）険しい飯道山に、極彩色の飯道神社本殿が建つ。境内には飯道山遺跡も。

山伏の修練場
近江屈指の修験霊場である飯道山には今も石垣で囲まれた寺院跡が残る。岩

尾山や庚申山など巨岩が屹立した甲賀三霊山は山伏の行場であるとともに、甲賀

忍者の修練場と伝わる。

かけぼとけ

て    ぢから て    ぢから

（写真）本尊木造十一面観音坐像（重文）

甲賀｜MAP A-4

櫟野寺
櫟野寺は天台宗布教の拠点寺院で仏像の

宝庫であり、本尊木造十一面観音坐像は

重文坐像としては日本一の大きさを誇る。

▼  JR草津線「甲賀駅」より車で10分

▼  TEL：0748-88-3890

▼  住所：甲賀市甲賀町櫟野1377

▼  時間：9:00～16:00　 ▼  休み：なし ▼  駐車場あり

▼  拝観料：500円（大人）※ご本尊特別拝観日は800円、
2018年10月までご本尊拝観は休止

櫟野寺

ら く や   じ

伊賀｜MAP D-3

壬生野地域の
中世城館群と春日神社

今なお、土塁や堀が残る見事な中世城館が多く分布し、戦国時

代の景観を色濃く残す。春日神社はそれら伊賀者を輩出した伊賀

衆の氏神である。彼らは宮座を結成し、様々な祭礼行事を通じて

結束を強めた。

（写真左）有形文化財(建造物)の春日神社拝殿。（写真右）集落の屋敷は四角く高い土塁で

囲まれ、今なお忍者の子孫たちの暮らしがある。

▼  JR関西本線「新堂駅」から「上野
市駅行き」バス5分「川東」より徒
歩3分

▼  TEL：0595-45-4398

▼  住所：伊賀市川東613

▼  駐車場あり

春日神社

くろんど

はん どう ざん

今に残る

忍者の面影

山々は山岳仏教の霊地として栄え、

今も石垣に囲まれた寺院跡が残る。

里は平安時代の仏像に天台密教

が栄えた証が見える。村の鎮守の社

は忍者たちの合議の場であり、伊賀

の春日神社や敢国神社は祭礼行事

を通じて結束を固めた。里山に入る

と土造りの城館が今も残っており、

戦国時代を彷彿させる緊迫した世

界が現れる。
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忍
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5
）
】

敢
国
神
社

【
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（
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）
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【
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本
院
（
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）
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）
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神
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（
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）
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世
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（
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（
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【
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世
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】
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門
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結
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の
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守
の
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】
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尾
代
官
陣
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】
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社
の
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化
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村
（
旧
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・
旧
藤
林
家
）

【
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賀
忍
術
博
物
館
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】
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日
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社

【
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野
地
域
の
中
世
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群
と
春
日
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社
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宮
神
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門
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結
束
の
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守
の
社
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（
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）
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野
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（
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）
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福
寺

【
伊
賀
の
中
世
城
館
群
と
天
正
伊
賀
の
乱
激
戦
の
城
跡
（

P
4
）
】

比
自
山
城
跡

【
伊
賀
の
中
世
城
館
群
と
天
正
伊
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の
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激
戦
の
城
跡
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）
】
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山
城
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m
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k
m

2
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k
m

忍
者
発
祥
の
地

伊
賀
・
甲
賀

伊
賀

と
甲

賀
は

な
だ

ら
か

な
丘

陵
を

境
に

南
北

に
隣

り
合

い
、
今

も
交

流
が

盛
ん

で
あ

る
。
京

都
や

奈
良

な
ど

に
も

程
近

い
こ

と
か

ら
情

報
が

入
り

や
す

く
、
東

に
鈴

鹿
山

脈
、
西

に
笠

置
山

地
に

囲
ま

れ
た

山
間

の
地

は
、
時

の
権

力
者

の
恰

好

の
亡

命
地

で
あ

り
、ま

た
大

和
街

道
や

東
海

道
が

通
る

東
西

交
通

の
要

衝
、そ

し
て

軍
事

的
に

も
重

要
な

地
域

で
あ

っ
た

。

日
本

遺
産

構
成

文
化

財
マ

ッ
プ

※
赤

字
は

甲
賀

市
、青

字
は

伊
賀

市
の

構
成

文
化

財
で

す
。
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